
6月のマーケット概要

米・イラン情勢は、戦闘終結に向けた合意と協議が進展しつつも、ホルムズ海峡やレバノン情勢をめぐって緊張が再

燃するなど不安定な１ヶ月となりましたが、原油価格については中旬における暫定合意の覚書が締結されるとの期待か

ら、紛争開始時の価格近くまで下落しました。これにより米ガソリン価格も下落傾向が見え、今後のインフレリスクも

後退してくる可能性があります。

新議長のケビン・ウォーシュ氏が着任して最初のFOMCが開催されました。政策金利は3.50～3.75％で維持されました

が、声明文では緩和バイアスが削除され非常に簡潔な内容となりました。経済予想サマリー（SEP）では、予想政策金利、

コアPCEインフレ予想などが引き上げられていたことから全体的にタカ派スタンスと捉えられ、これを受けゴールドが大

きく下落しました。

日銀金融政策決定会合では、政策金利を1.00％へ0.25％引き上げ、また長期国債買い入れの減額措置を停止し、月２

兆円程度の買い入れを継続する方針を決定しました。マーケットは既に織り込み済みであったため、政策金利の引き上

げに関わらずドル円は2024年7月の高値161.95円を抜け39年ぶりの高値となりました。

それ以外のマーケットの注目点は、中旬に史上最大のIPOとなるスペースXが上場され、その前後では半導体や宇宙関

連銘柄を中心に日米株式市場は活況を呈しました。月末にかけては、韓国KOSPI指数がAI・半導体銘柄のポジション巻き

戻しにより大きく売られると日経平均も一時大きく売られる場面もありました。今後も暫くは同指数との相関が継続す

ると思われます。

弊社のファンドは、米政策金利引き上げ観測の台頭ならびに中長期トレンドの調整局面入りから、ゴールド関連のポ

ジションを大幅に縮小しました。好調な米企業業績や、アンソロピックなどの大型IPOなども控えていることもあり、株

式市場は高値圏で推移していますが、一方で巨額なAI設備投資とそれに伴う資金調達のニーズが高まりを受け株式の需

給関係の悪化などから弱含む展開も想定しています。但し今年後半の株式市場の調整は来年に向けての好機と捉え押し

目買いを検討したいと思います。
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年初に掲載した 2026 年末の目標数値を以下の通り変更します。 

（年初の見通し：https://pmam.co.jp/assets/2026/01/V5_20251230_ainori_monthly.pdf） 

今回変更した主な理由は、以下の通りです。 

 

■ 米国株【S&P500：7,950p （2025 年末終値比 +16％）】について 

年初に掲げた見通しから変化があった主な材料としては、地政学リスク（米・イスラエル対

イラン戦争）と AI 開発関連投資が想定以上に巨額になったことです。 

 

① 地政学リスク（対イラン戦争） 

2 月末に勃発した対イラン戦争は、いまだ最終の合意にはいたっていないものの、戦争開

始直後のような不透明感はなくなり、協議期間に 120 ドル近くまで上昇した原油価格も、

現在は60ドル台まで下落しています。すでに米ガソリン価格にも反映されてきましたが、

この流れが続けば今後のインフレ期待は下がるものと考えます。 

 

② 旺盛な AI 開発関連設備投資と企業利益上方修正 

現在データセンターをはじめ、AI 開発関連設備投資が米国 GDP 経済成長の大きな部分を

占めるまで急拡大しております。この AI ブームはその周辺産業にも波及し、米企業利益

は全体で上方修正されています。現状 S&P500 の予想 EPS（1 株当たり利益）が 2026 年

末で 340 ドル（前年比+24％）、2027 年末は 397 ドル（同+17％）となっており、今回修

正した目標値は、「2027 年の EPS 397 ドル」に「5 年平均 PER（20 倍）」を単純掛け算し

たものです。 

 

 

■ 日本株【日経平均（日本）： 73,000 円 （同+45%）】について 

日本株については、政権と政策が大きく変わったことと、米国の AI ブームと株高の恩恵を

受けるという見通しから、さらに上方へ修正しました。 

 

2026 年 年末にかけての相場の見通し （2026.7.1） 

・S&P500（米国）： 7,950p （2025 年末終値比 +16％） 

・日経平均（日本）： 73,000 円 （同+45%） 

 ※ただし、両指数とも、残り半年間で上下±10%前後の変動を想定。 
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2026 年 年末にかけての相場の見通し （2026.7.1） 

https://pmam.co.jp/assets/2026/01/V5_20251230_ainori_monthly.pdf


 

 

 

① 積極財政路線 

日本では、年初に確定していなかった解散総選挙が 2 月に行われました。その後誕生した

高市政権による「責任ある積極財政」路線に加え、最近では 17 の戦略分野の具体的な議

論が進められており、株式市場にとってはポジティブ材料となりました。 

 

② EPS の上昇 

年初の日経平均の予想 EPS（1 株当たり利益）が 2,650 円であったのに対し、直近では

3,780 円へ 43％上昇しました。現在の株価は 7 万円前後（年初来+38％上昇）で推移して

いますが、PER は年初より割安（18 倍台）となっており、過剰な割高感はありません。 

なお、冒頭で述べました日米株の 2026 年末時点の予想ですが、今年の後半は、以下のイベ

ントや材料もあり、年初掲載時と同様、調整局面も見込んでいます。 

・大型 IPO やそのロックアップの解除などによる株式需給のアンバランス化 

・中東での停戦協議決裂による原油高再燃 

・急増中の信用証拠金残高の巻き戻し売り 

・新 FRB 議長のスタンス浸透過程での不安定化 

・クレジットスプレッド拡大によるプライベート・クレジット懸念の波及拡大 など。 

 

パリミキアセットマネジメント 

取締役チーフインベストメントオフィサー 

宇野 隆一郎 
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【6月の運用コメント】
基準価額は月間で▲0.43％となり、年初来で+5.50％となりました。

（1年リターン：24.93％、ボラティリティ（1年）：9.35％、シャープレシオ：2.58）※コドモファンド

個別ファンドの騰落率については、上昇に寄与したのは、日本株式のモーラントが騰落率で+2.78％、インド株式のチカラ

インディアンが同 + 6 . 3 9％、グローバルなストックピックを行うトリニティ・ストリートが同 + 3 . 7 0％

などでした。下落で影響したのは、ピクテ・ゴールドが騰落率で▲9.29％、金鉱株式のコンウェーブゴールドが

▲8.68％などでした。

6月の売買は、トリニティ・ストリート、チカラインディアン、その他ETFを追加購入しました。一方、ゴールド関連ファン

ド や ナ ス ダ ッ ク 1 0 0 E T F な ど を 一 部 売 却 し ま し た 。 キ ャ ッ シ ュ 比 率 は 1 5 . 9 8 ％ （ 前 月 比

約+4.8％）となりました。

為替が、対ドルで約3円（+1.88％）円安、対ユーロでは約0.3円（▲0.17％）円高へ推移したことにより、ポート

フォリオのパフォーマンスをヘッジ後で0.48％引き上げたこととなります。現状の外貨資産リスク（43％）に対する為替ヘッ

ジ率（ユーロ円のみ）は、5％で、全体のポートフォリオの内、ヘッジ後の外貨リスクは41％です。

コドモファンド
変幻自在ずーっとおまかせ

コドモファンドにかかわる費用

運用管理費用
（信託報酬）

年1.10％（税抜1.00％）

マザーファンドの組入れ投資信託証券も含めた実質的な負担：年1.75±0.5％ 程度（税込）

期間別騰落率（％）

1ヵ月 3ヶ月 6ヶ月 年初来 1年
3年

49.69%
5年

46.34%
10年

166.51%
設定来
230.28%

-0.52% 4.66% 4.92% 4.92% 24.93%
(複利年率)
（14.38%）

(複利年率)
(7.91%）

(複利年率)
(10.29%)

(複利年率)
（9.46%）

（休業日の場合は翌営業日）

組み入れファンドTOP5
 基準価額の前月比

資産構成比率（左：国別、右：ファンド別）

ポリマー日本株式 -0.88%

モーラント・ライト 2.78%

トリゴン 0.53%

Trinity Street 3.70%

コムジェスト世界 0.14%

（休業日の場合は翌営業日）

コドモファンド概況

基準価額 33,028円 設定日 2013年4月15日

純資産総額 16,483百万円 信託期間 無期限

ボラティリティ（１年） 9.35% 決算日 毎年2月25日

投資信託財産の構成比率 パリミキ・ファミリーオフィス・マザーファンド：99.89% 現金等：0.11% （合計：100.00%）

パリミキ・ファミリーオフィス・マザーファンド

基準価額と純資産総額の推移

パリミキ・ファミリーオフィス・マザーファンドの概況

純資産総額 16,756百万円 組入ファンド数 全22本

※2025年9月1日設定
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浪花おふくろファンドにかかわる費用

運用管理費用
（信託報酬）

年0.99％（税抜0.90％）

組入れ投資信託証券も含めた実質的な負担 年1.65±0.5％ 程度（税込）

信託財産に関する租税、投資対象とする投資信託証券の売買に発生する売買委託手数料及びその手数料に対する消費税相当額等の費用、外
貨建資産の保管等に要する費用は、お客さまの負担として、信託財産中から実費を負担します。

設定・運用・販売は株式会社パリミキアセットマネジメント／金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第2727号
※比率は四捨五入の関係で合計が100％にならない場合があります。

浪花おふくろファンド概況

基準価額 38,492円 設定日 2008年4月8日

純資産総額 2,309百万円 信託期間 無期限

ボラティリティ（１年） 10.69% 決算日 毎年3月3日

資産構成比率（組入ファンド全17本）（左：国別、右：ﾌｧﾝﾄﾞ別）

期間別騰落率（％）

1ヵ月 3ヶ月 6ヶ月 年初来 1年
3年

42.42%
5年

44.83%
10年

154.91%
設定来
284.92%

0.24% 8.67% 5.42% 5.42% 22.08%
(複利年率)

(12.50%)
(複利年率)

(7.68%)
(複利年率)

(9.80%)
(複利年率)

(7.67%）

（休業日の場合は翌営業日）

基準価額と純資産総額の推移
組み入れファンドTOP5

 基準価額の前月比

ポリマー日本株式 -0.88%

シンプレクス中計 1.68%

トリゴン 0.53%

コムジェスト世界 0.14%

Trinity Street 3.70%

コドモファンド・浪花おふくろファンドにかかわる共通のその他費用・手数料

浪花おふくろファンド
じっくりどっしり長期運用

【6月の運用コメント】
基準価額は月間で+0.24％上昇し、年初来では+5.42％となりました。

（1年リターン：22.08％、ボラティリティ（1年）：10.69％、シャープレシオ：1.99）

個別ファンドの騰落率について、上昇寄与したファンドは、日本株式のシンプレクス中計が騰落率で+1.68％、インド

株式のチカラインディアンが同+6.39％、グローバルなストックピックを行うトリニティ・ストリートが

同+3.70％などでした。下落の影響があったのはポリマー日本株式が騰落率で▲0.88％、コムジェスト・エマージ

ングが同▲2.03％などでした。

6月中の売買は、トリニティ・ストリート、チカラインディアン、その他ETFを追加購入しました。一方、ゴールド関

連ファンドや世界株式ファンドなどを一部売却しました。キャッシュ比率は7.93％（前月比約+0.7％）となりました。

為替が、対ドルで約3円（+1.88％）円安、対ユーロでは約0.3円（▲0.17％）円高へ推移したことにより、ポートフォ

リオのパフォーマンスをヘッジ後で0.57％引き上げたこととなります。現状の外貨資産リスク（50％）に対する為替

ヘッジ率は8％（ユーロ円のみ）で、ヘッジ後の外貨リスクは46％です。
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デュアル・スタンダードの時代 

世界は今、大きな曲がり角を迎えています。これまでの国際社会を動か

してきたのは、欧米発の「答えはひとつ」という考え方でした。科学技術

の発展や、効率的なグローバル市場をつくる上で、この「シングル・スタ

ンダード（あるいはグローバルスタンダード）」は確かに威力を発揮してき

ました。しかし今、世界が複雑に絡み合い、多くの価値観がぶつかり合う

時代になると、「正解はひとつ」という固定概念に縛られた思考はあちこち

で亀裂を生み始めています。こんな時代だからこそ、思想家・松岡正剛氏

が語った「デュアル・スタンダード（二重基準）」という考え方を、新しい時代の可能性を開く鍵として私は注

目しています。 

矛盾を受け入れ共存させる「二刀流」の思想 

松岡氏の言うデュアル・スタンダードとは、ずるさや不誠実さを意味する「ダブル・スタンダード」とは本

質的に異なります。それは、相反する二つの基準をどちらも排除せず、双方の間を自由に行き来しながら、し

なやかに共存させる高度な「編集術」のことです。この知恵は、現代の優れたイノベーションにも明確に見て

取ることができます。 

例えば、自動車におけるハイブリッドシステムは、パワーのガソリンとクリーンな電気という二つの異なる

動力源を一台の中に同居させ、状況に応じて主役を切り替えています。また、メジャーリーグで前人未到の活

躍を続ける大谷翔平選手の「二刀流」も同様です。「投手か野手か」という従来の二者択一の常識を打ち破り、

二つの異なる評価基準を自分という一つの存在の中で完璧に循環させ、互いを高め合っています。これらは

「どちらか一方だけが正しい」とする一神教的思考からは生まれにくい、まさにデュアル・スタンダードの体

現と言えるでしょう。 

「そうですね」に宿る文脈の編集力 

こうした異なる二つの価値観を衝突させずに共存させる知恵は、私たちの日常的なコミュニケーションの中

にも深く息づいています。その象徴が、日本人が頻繁に使う「そうですね」という相槌です。 

欧米的な「YES」は、提示された論理（ロジック）に対する直接的な同意を意味するため、少しでも意見が

異なる場合には明確に「No」と拒絶せざるを得ません。しかし、日本人の「そうですね」は論理への同意では

なく、まずは相手の存在や感情、そしてその意見が生まれた「背景（文脈）」をそのまま受け止めるためのサイ

ンです。「あなたとは意見が違うかもしれないけれど、あなたがそう考える立場は理解できますよ」とまず相手

に敬意を払い、その後に「ただ、私はこうも思うのです」と、自らの異なる基準を摩擦なく提示することがで

きます。これは、白黒をはっきりつける二元論を避け、グラデーションの中で調和を図ろうとする、極めて高

度なコミュニケーション力なのです。 

混迷の時代に輝く日本人の可能性 

欧米の絶対的な影響力が相対的に低下し、多様な価値観が乱立するこれからの時代において、この「デュア

ル・スタンダード」をネイティブに使いこなせる日本人が果たすべき役割と活躍の可能性は極めて大きいと言

えます。 

私たちは古来、土着の神道と外来の仏教を融合させた「神仏習合」や、西洋の技術を取り入れつつ日本の精

神を失わない「和魂洋才」のように、異なるOSを同時に走らせることで独自の文化を編み込んできました。

最初から絶対的な一つの正解を求めない多神教的なアプローチは、予測不可能でポキッと折れやすい現代社会

において、最強のしなやかさをもたらします。一神教的な正義の衝突による分断に苦しむ世界に対して、私た

ちは「異なる基準を調和させ、新たな価値を生み出す方法論」を示す

ことができるはずです。自身の内にあるこの豊かな編集力に目覚める

とき、日本人はこれからの多極化する世界を優しく、かつ力強くリー

ドしていく存在になれるのではないでしょうか。 
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(株)パリミキホールディングス 

代表取締役会長 

多根 幹雄 



イベントのお知らせ
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参加費用等について

会場：THE LANDMARK SQUARE OSAKA

20周年キャンペーンおよび祝賀レセプション

レセプションのお申込みにつきましては、HPでご案内いたしております

定員：100名

参加費：¥10,000（当日受付にて現金払い）

浪花おふくろ

浪花おふくろ20周年という節目を迎えることができましたのは、長年にわたり当社ファンドをご愛顧いただいてい

るお客様をはじめ、多くの関係者の皆さまのご支援とご協力の賜物です。

この感謝をお伝えするとともに、これからの歩みへの決意を新たにする機会として、20周年キャンペーンおよび祝

賀レセプションを開催いたします。皆さまと直接お会いできることを、社員一同、心より楽しみにしております。

日程：7月26日(日) 17:00～19:00
※16:30受付開始

「谷町四丁目」駅9番出口から徒歩13分/

「大阪城公園」駅から徒歩20分/「森ノ宮駅」から徒歩15分

キャンペーンについて

すでに口座をお持ちの方もご紹介等で初めて購入される方も対象です。
当社のすべての商品（公募ファンド）が対象となっております。

ご来場の際はぜひ無料送迎シャトルバスをご利用ください。

・大阪駅15：50発

・谷町四丁目駅：16：10（～16：20）発

※ 【要予約】詳細はお申込み後に別途ご連絡いたします。

形式：フレンチフルコース（着席）

大阪府大阪市中央区大阪城 1-1 MIRAIZA OSAKA-JO内

祝賀レセプション

キャンペーン期間中に100万円以上ご購入いただいた方に

20周年記念オリジナルグッズをプレゼントいたします。

①オリジナルピン

本キャンペーンのためだけにご用意した、

丸メガネをモチーフにした限定デザインです。

※1 100万円以上ご投資いただいた方で、ご希望される方に贈呈いたします。
数に限りがあるため、予定個数を超えた場合は抽選となります。

②「おふくろう」人形

あいのり仲間がひとつひとつ丁寧に

手作りした特別な人形です。

※1

期間：2026年6月25日(木)～8月24日(月)

浪花おふくろ20周年

特設サイト



①

②

③ ④

設定・運用・販売は株式会社パリミキアセットマネジメント／金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第2727号
加入協会 一般社団法人 資産運用業協会

当ファンドは、値動きのある国内外の株式等に投資する投資信託証券
に投資しますので、基準価額はその影響を受け変動します。
投資信託は預貯金と異なり、投資元本が保証されているものではあり
ません。投資による利益および損失は、すべて受益者（投資者）の皆
様に帰属します。

基準価額の主な変動要因としては、価格変動リスク、信用リスク、流
動性リスク、為替変動リスク、カントリーリスク等があります。リス
クについての詳細は投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

■当資料は株式会社パリミキアセットマネジメントが運用するファン
ドの運用状況をお知らせするために作成した資料であり、金融商品
取引法に基づく開示書類ではありません。取得の申込みにあたって
は、投資信託説明書（交付目論見書）等をお渡ししますので必ず内
容をご確認の上、ご自身でご判断ください。

■当資料に記載された過去の実績は、将来の運用成果等を示唆あるい
は保証するものではありません。

■当資料は信頼できると考えられる情報に基づき作成されていますが、
その正確性、完全性を保証するものではありません。

■当資料中に示された意見等は、作成日現在の当社の見解であり、事
前の連絡なしに変更されることがあります。

■投資信託は、預金や保険契約と異なり、預金保険機構・保険契約者
保護機構の保護の対象ではありません。

■当社でご購入いただいた投資信託は、投資者保護基金の対象とはな
りません。

■当資料中に示された数値は、作成基準日現在において入手可能な
データを参照し、弊社にて計算しております。

当社が扱う投資信託に、購入・換金手数料および信託財産留保金はあ
りません。

株式会社パリミキアセットマネジメント お客様サポートチーム
（受付時間：平日9:00～17:00）

お客様専用通話料無料ダイヤル:0800-5000-968
E-mail: support@pmam.co.jp

ファンドにかかわる費用

当資料のご利用にあたっての注意事項ファンドにかかわるリスク
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お客様サポートチームからの大切なお知らせ

毎月つみたてサービスに関わるスケジュールについて

※毎月つみたてサービスの金額変更・中止・再開については、お電話・マイページ上（再開を除く）でも承っております。
再開につきましては書類でのお手続きとなりますので、お電話・マイページ上・ホームページ上にて用紙をご請求ください。

① 7月分約定（購入）日：7月16日（木）

② 8月分金額変更/中止/再開締切日：7月23日（木）

③ 9月分新規・口座変更締切日：8月3日（月）

④ 8月分引落日：8月5日（水）

2026年7月 2026年8月

7月上旬に以下のお客様を対象に、「取引残高報告書(定期交付)」と「ご投資状況のお知らせ」を送付または電

子交付しました。（取引残高報告書(定期交付)は四半期毎に作成され、その期間のお取引を記したものです。）

・2026年4月～6月末までにお取引（売買等）があったお客様

・上記期間中にお取引がなくても残高があり、最後のお取引から1年が経過したお客様

「取引残高報告書(定期交付)」・「ご投資状況のお知らせ」の交付について

交付運用報告書発送のお知らせ

電気交付サービスをお申込みの方（月次レポートがメール配信されている方）は、「お客様マイページ」に

電子交付いたしておりますので、マイページからご覧ください。

コドモファンドの決算を2026年2月25日、浪花おふくろファンドの決算を3月3日に行いました。

つきましては、ファンドの運用状況等をご報告する「交付運用報告書」を対象のお客様に、送付または電子交

付いたしました。ご確認いただきますようお願い申し上げます。

⑤ 8月分約定（購入）日：8月18日（火）

⑥ 9月分金額変更/中止/再開締切日：8月25日（火）

⑤

⑥
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